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註1：エピジェネティック
DNAの塩基配列の
変化を伴わずに、遺
伝子の発現を制御す
る現象。

註 2：幼若ホルモン
昆虫ホルモンの一種。
昆虫の頭部にあるアラ
タ体から分泌され、幼
虫の成長を促す。

ハチミツと花粉

ローヤルゼリー

寿命は約1ヶ月。
若いうちは育児係、
老いると採餌係
として働く。

寿命は2～3年。
体サイズは1.5倍。
1日に2000個
産卵する。

働き蜂

女王蜂

幼虫期間
6日

蛹期間
12日

卵期間
3日

幼虫期間
5.5日

蛹期間
7.5日

卵期間
3日

同じ遺伝子型の卵 違う食べもの 異なる表現形

全日数21日

全日数16日

図 1：働き蜂と女王蜂の生活環
働き蜂と女王蜂は同じ遺伝子型の卵から生まれるにも関わらず、違う食べ物を摂ることによって、異なる
表現型の成虫へと変態する。女王蜂は働き蜂よりも体サイズが大きいにも関わらず、幼虫と蛹の期間は働
き蜂のそれよりも短い。

女王を育むロイヤラクチン
―ローヤルゼリーの中の鍵物質―


